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１．はじめに 
 
「教育の情報化加速化プラン（平成 28 年７月 29
日文部科学大臣決定）」では教育の情報化に関して
平成 28 年度〜32 年度の概ね５年間を対象とした
今後の対応方策が示されており、ICT の活用ビ
ジョンや校務面での活用などと共に、授業・学習面
での活用についても示されている。 
 本稿では『中学校、高等学校の教員免許状（数学）
の取得を希望する学生が「ICT 機器を用いた授業」
の指導力を養うために行う模擬授業』に対する指導
についてその指導効果や課題を報告する。 
 
２．ICT 機器を活用した模擬授業を行う意義 
 
 教員志望の学生にとって授業指導力を習得する
ことは、教職課程での学習内容の中で大きな課題の
一つである。「ICT を用いない」いわゆる「通常の
授業」の指導力を学ぶ必要も当然あるが、これに留
まらず次の目標を掲げる。 
 目標：今後の教員に求められる「ICT を活用
した授業」の基礎を学び、教職に就いた際に
円滑に、苦手意識を持つことなく、授業を行
うことができるよう指導する。 
 実施時期：４年次後期 
教育実習を終え、「通常の授業」の指導力を伸
ばした学生の次の目標として「ICT 機器を活
用する」ことを導入する。 
 導入根拠：上述したように「教育の情報化加
速化プラン」にて ICTの活用が示されている。 
  
 また執筆者が模擬授業に ICT 機器の活用を取り
入れた平成 24 年度以前にすでに文部科学省は「教
育の情報化ビジョン」を策定しており、この中で「具
体的には、教育の情報化は、次の３つの側面を通し
て教育の質の向上を目指している。  
①  情報教育（子どもたちの情報活用能力の育成） 
②  教科指導における情報通信技術の活用（情報通
信技術を効果的に活用した、分かりやすく深まる授
業の実現等）  
③  校務の情報化（教職員が情報通信技術を活用し
た情報共有によりきめ細かな指導を行うことや、校
務の負担軽減等）」と示している（2011 p.5）。②に
関する指導の導入は自然なことであった。 
 
＊理工学部理学系准教授 Associate Professor, Division of Science, School of Science and Engineering 
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３．電子黒板を用いた模擬授業 
 
 ICT 機器としてまず電子黒板を導入した。当時の
状況は以下の通りである。 
 当該年度の学生は非常に熱心に取り組む学生
ばかりであった。 
 電子黒板の利用についても、教材の作成につ
いても学生は積極的に取り組んだ。 
 模擬授業の事前指導として個人所有のノート
PC を大学に持参して電子黒板用ソフトウエ
アのインストールをするように指示した。 
 導入した成果は次の通りである。 
3-1-1. 電子黒板を実際に使用することでその特
徴や性質を体験できた。さらに通常の黒板を
使用した場合の授業との差異を理解すること
ができた。 
3-1-2. 少なくとも一種類の電子黒板の使い方を
習得し、それを活用した授業を行うことがで
きるようになった。  
3-1-3. 電子黒板を活用するのに適した題材とさ
ほどでもない題材についての理解が深まった。 
3-1-4. 電子黒板用教材を自作することで単に画
像を映すのみの機材より豊富な授業展開を計
画し、模擬授業で実際にそれを活用すること
ができた。 
 しかし他方で次のような問題点が明確になった。 
3-2-1. 電子黒板は学生にとって日頃は全く利用
する環境にはない。 
3-2-2. 電子黒板用ソフトウエアを利用するにあ
たり、その使い方をこの授業だけのために習
得する必要がある。しかもその方法の習得に
は相応の時間を要する。 
3-2-3. 教育の現場で実際に使われている機種、
ソフトウエアが多種多様であることに鑑みれ
ば習得した機種等と全く同じものを将来教職
に就いた際に教育現場で用いることはまずな
いと言っても過言ではない。したがって 3-2-2
で時間をかけて習得してもそのまま生かすこ
とはできない。 
3-2-4. ソフトウエアの使い方の習得より ICT 機
器を利用するときに必要な教材の選定方法や
説明方法を習得することに注力すべきである。 
3-2-5. 学生が個人所有している PC は様々であ
るため、場合によっては大学に設置してある
PC を使用して授業準備をする必要があった。
さらに利用ソフトウエアがインストールされ
ていて当該学生たちに使用許可できる PC は
１台のみであった。 
3-2-6. 当時使用していた ICT 機器環境では残念
ながら開始準備に時間がかかり、授業者交代
の際にも間が空いて「模擬授業の授業」とし
て円滑な授業展開が難しかった。 
 以上により電子黒板を用いる授業を行うことに
利点はあったものの、学生への負担と比較した場合
に課題として全員が行うのは難しいと判断し、次年
度以降の学生については全員に課すことは中止し
た。 
 
４．プレゼンテーションソフトウエアを用いた
模擬授業の設定 
 
 学生は４年次になる前にいくつかの科目におい
てレポートの作成等で文書作成ソフトを使用した
経験をもっている。実際、著者が担当している教職
課程の科目において学生が提出するレポートは、特
に指定をしない場合、何らかのソフトウエアを用い
て作成されている。中でも学生にとって馴染みのあ
るのは Microsoft 社製の word 等のようである。そ
こで模擬授業では同社製 Power Point を用いて模
擬授業を行うこととした。 
 学生にとって初めて行う Power Point を用いた
授業に対して、以下のような問題点が予想された。 
4-1. 映された文字を読み上げることに終始する。 
4-2. 機器の操作に時間がかかり、説明等に時間を
取ることができない。 
4-3. 資料作成した PC と授業を行う際の PC の機
種の違いによる文字化けや改行のずれの発生 
 しかし実際に授業を行ったところ 4-1、4-2 のよ
うなことはほとんど起こらなかった。4-3 について
は実際の模擬授業時に発生してしまうことを皆無
にすることはできないが、事前に整合性を確認する
ことで発生を最低限に抑えている。 
 学生が事前準備した資料は「学習指導案」、「教科
書の該当部分のコピー」、「自作プリント」、「Power 
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Point で作成した資料」の４点である。 
 
５．模擬授業を実施して 
 
 クラスの状況として初年度と異なるため特筆す
べきなのは、授業態度が非常に積極的な学生とそう
でない学生が混在していることである。 
 しかしながら Power Point と電子黒板の活用を
比較すると Power Point を用いることによって第
３節で挙げた問題点の多くについて問題の軽減も
しくは解決をすることができた。具体的には 3-2-1、
3-2-2、3-2-3、3-2-5、3-2-6 については個人所有の
ものを利用するなど学生に頼る部分もあるものの、
改善もしくは解消できた。 
 他方では電子黒板の特徴である書き込みができ
る、図形などを授業の中で状況に応じて移動させる、
などが Power Point に変更したことによって不可
能になった。 
 Power Point 導入による成果として以下のこと
が挙げられる。 
5-1. プレゼンテーションソフトウエアを活用した
場合の授業の特徴を理解し、効果的な題材を
選ぶことができるようになった。 
5-2. 利点を生かしながら、状況に応じて黒板を併
用する授業展開ができるようになった。 
5-3. アニメーションを用いた授業展開に挑戦した
学生もいて、より効果的に生徒に印象付ける
方法を考えることができた。 
 加えて特徴のある模擬授業を行った学生の中に、
PC のリモートコントローラーを用いた学生がいて、
その授業者が教室の後ろにいながら教室前方に映
し出された内容の説明を行う場面をつくった。生徒
と同じ方向を見ながら授業をすることで生徒に近
い目線で説明ができ、さらに黒板の位置から離れた
場所にいたままページめくりをして説明をするの
は集中力の欠けやすい時間帯に生徒の席順に依存
しない緊張感を出すことができた。 
 模擬授業を行なった学生の感想として、「題材選
びが重要で、どういった題材が適しているのか考え
ることができた」、「自分が問題を板書する時間がい
らないのでその時間に机間巡視することができた」、
「映し出す１画面に字を入れ過ぎてしまいがちであ
る」、「前の画面に戻れるので便利」、「普通の授業よ
りはやく進む」、「アニメーションの作成はとても大
変で、もうやりたくない」、「他の人の模擬授業が参
考になる」などが挙げられた。また「自分はこのよ
うな機材を用いて授業をすることを好ましいこと
だとは思わない」という意見もあった。 
 プレゼンテーションソフトウエアの場合の課題
は、予め解答など映し出すものを準備しているため、
生徒に当てて答えさせた解答そのものを即座に反
映できない場合があることである。これにどう対応
するかは教師の力が問われるところになる。 
 また電子黒板との違いで、プレゼンテーションソ
フトウエアはその場で生徒に書き込ませることが
できないため、黒板との併用の必要性を考える学生
が多かった。 
 
６．他教科について 
 
 執筆者が指導した学生の多くは「数学」の教員免
許状取得希望者であるが、ときには理科や情報の教
員免許状取得を希望している学生もいる。 
 理科では実験の動画や季節ではない植物の画像
を見せるなど、その場に準備できないものを映し出
すことで通常の説明より伝わりやすい説明をする
ことができた。 
 情報では PC の画面をプロジェクタで映し、リア
ルタイムでプログラムを実行させてその計算の様
子を見せたり、プログラミング言語の説明をしたり
して、臨場感のある分かりやすい説明をすることが
できた。 
 
７．まとめと今後の課題 
 
 学生は試行錯誤をしながらも ICT 機器を活用し
た模擬授業を行なったことで、利用機材の特性を学
び、授業の中でいかに活用できるかを知り、さらに
他の学生の模擬授業を見て新しい発見することに
よって、今後自分が行う授業において必要に応じて
ICT 機器を取り入れることができるという意識を
もつことができたと思われる。また機器を使う基礎
技術を習得し、この形態の授業を行う基礎的指導力
を身につけることができた。 
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 課題としてまず挙げられるのは電子黒板の場合
もプレゼンテーションソフトウエアの場合も、はじ
めの教材づくりにはかなり時間がかかり、学生の負
担になることである。教員の場合には初回に負担が
大きくても２回目以降は改良を加えながらも繰り
返し使用できるため、負担軽減に繋がる可能性はあ
るが、学生の場合は同じテーマについてそれほど回
数を重ねる時間をとることはできないため、負担が
重いことは否めない。 
 次に課題として挙げられるのは実施時期の問題
である。上述した通り現在は教育実習を終えた４年
次後期に行なっているが、教育実習で電子黒板を使
用する学生が徐々に増えており、学生の教育実習体
験談の中には機器を利用するのが精一杯で思うよ
うな授業ができなかったという話もあった。した
がって可能であれば実習前に ICT 機器を用いた授
業練習を行うことも検討したい。 
 しかしながらあくまでも ICT 機器を用いない通
常形態の授業の指導力を基礎にすべきであり、実習
校、学生の授業力、いかなる ICT 機器を用いるか
を検討した上で、可能な学生に対してのみ早期導入
を試みることが必要である。 
 ICT 機器の今後の進歩によって、より直感的に使
えるものや汎用性のあるものになると、事前準備の
負担を軽減することができ導入の機会が増加する
と思われる。 
 さらに、電子黒板やプレゼンテーションソフトウ
エア以外の、例えばタブレット PC を活用した授業
での指導力を育てることは、機材の導入費用面の問
題もあるが今後の課題である。 
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